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第38次隊長昭和越冬記
山 内 恭
第38次南 極地域 観測越 冬隊 は40名 で構 成 され,
この う ち隊 長 以下31名 が 昭羽1基地 で,金 戸進 副
隊 長以 ド9名 が ドームふ じ観 測拠,[∴1:で越 冬 した.
今次隊 は,南 極観 測第V期5ヵ 年li'i"11tiiの1年次 に
あ た り,定 常 観測 の他,研 究 観測 につ いて はプ ロ
ジェ ク ト研究 観測 とモ ニ タ リング研究 観測 の2本
立 てに糸ILみ替え,新 しい体制 で実 施す る こ ととな
った.越 冬 中 は,定 常 観 測 で は,電 離 層,気 象,
潮 汐は これ まで 同様 と し,地 球物 理 はモニ タリン
グ研究 観測 に包 含 され た.研 究観測 は,上 記2種
類 につ い て,宙 空,気 水 圏,地 学,生 物 ・医学 の
各系 の課題 を実施 した,プ ロ ジェ ク ト研究 観測 で
は,宙 空系 の 「南 極域 勲 閥 ・中間圏へ のエ ネルギ
ー流入 と大気 変質 の研 究 」,気 水 圏系 の 「極域 大
気 一雪 氷 一海 洋 圏 にお け る環境 変 動機構 に関す る
研究」,地学系 の 「南極大 陸の進化 ・変動 の研 究」,
そ して生物 ・医学 系の 「南極 環境 と生物 の適応 に
関 す る研 究」 であ る.な か で も,「東南 極 の リソ
ス フェ アの構 造 と進 化 の研 究(シ ー ル(SEAL)
計[呵)」,「南 極 大 気 ・物 質循 環観 測 」が 重点 的 課
題 とな り,前 者 は 夏期 の アム ンゼ ン湾域 での調 査
が,後 者 は ドー ムふ じ観 測拠 点で の観測 が中'じ・と
なったが,昭 和基 地での 越冬 中 も関連観 測が 多 く
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行 われ た.モ ニ タリン グ研 究 観測 では,オ ー ロ ラ
光学 観測,大 気微量 成 分 モニ タ リング,地 震 ・地
殻 変動 のモ ニ タ リング,生 態系 モ ニ タリン グ,衛
星 デー タ受 信等,地 球環境 の 長期 的監視 が必 要 な
観測 を着実 に推 進 した,
さて,1997年2月lH,　 前 次 隊 か ら越 冬 交 代
し,2月14Hに は 山岸 久 雄 副 隊 長 は じめ 夏隊 の
面 々 を乗せ て帖 佐艦 長率 い る観 測船 「しらせ」が昭
和 基地 を離 れる と,後 はい よい よ越 冬隊 員 だけ の
生活 で ある,全 体会 議 を開催 し,越 冬 にあ たっ て
の姿勢 を表明 し,隊 員諸氏 の 自 、kをうなが したが,
新 米隊長 に とって は,や は り一・抹 の不安 がつ き ま
と う.し か し,た った9名 での,厳 しい環 境 で の
ドー ムふ じ観 測拠 点(以 卜',ドー ムふ じとい う)
とは比較 にな らな いだ ろ う,
越 冬前1トは,比 較 的優 雅 な隊長業 を過 ごす こ と
がで きた.隊 長 とい う立場L,白 らはあ ま り観測
を担 当 しな い ように したが,そ れで も,観 測棟 に
毎 日通 って,地 ヒ付 近の エ アロ ゾル を自動的 にサ
ンプ リングす る装 置 のお も りをおおせ つ か った.
気水 圏担 当隊 員 は昭 和基 地 には1名 で,多 くの仕
事 をや って もらって いたが,航 空機 に よるみず ほ
基地 まで の断面 観測 で は.ヒ空 のエ アロ ゾルや水 蒸
気の 分布 等 に興 味あ る結 果が 出て きた.大 気微 量
成分 モニ タ リングか らも二 酸化 炭素,メ タン,地
上 オ ゾン濃 度 な どの 測定値 が着 々 と出 された.新
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し く人..[衛星NOAAの デ ー タ受信 を開始(再 開)
したが,受 信 した ての画像 が,　LANを 経 由 して,
隊 長室 で も見 られ るよ うにな った.雲 や低気 圧 の
動 きを見て,天 気 の予想 を した り,海 氷 の分 布 を
見て オペ レー シ ョンへ の影響 を察 知す るこ とが で
きた.昭 和 基地沖 を漂 流 す る2つ の巨大 氷 山の 発
見 もあった.定 常 気象観 測 か ら も基本 的 な気 象デ
ー タが次 々 と寄せ られ ,気 温,オ ゾ ン,放 射(地
、トや ゾ ンデ)な どの デー タを プロ ッ トしつ つ楽 し
んだ.一 方,大 気 ・物 質循環 観測 の 中心 にな った
ドー ムふ じで は,新 し くラ イダー によ る上 空の エ
ア ロゾル分布 観測や,ゾ ンデ観測 が ス ター トした.
昭和基 地 とは違 っ て,内 陸でかつ 極渦 の真 中近 く
に位 置 し,オ ゾ ン ホ ー ルや 関 連 す る極 成 層 圏 雲
(PSCs)の,できは じめ か ら,発 達期,成 熟 期,
そ して衰 えてい くまで,そ の一連 の盛 衰 をお さえ
る こ とがで きた ようだ.こ れ らの観 測 について も,
「1々,ファ ックス や メ イルで情報 が伝 え られ て き
た.通 常 は 一70℃台 の気 温が,急 に一30℃ 位 ま
で上 昇す るこ とが ある,こ れ は ど うや ら,大 気 循
環 の場が 「ブロ ッキ ン グ」 とい う状 態 にな った時
に起 こる ら しい こ とが分 か って きた.さ らに,こ
の際 には,対 流 圏 と成層 圏 との間 での物 質の や り
と りが活発 にな り,成 層 圏で も水 蒸 気 やエ ア ロゾ
ルが 増 え る とい った影響 が 出る こ とが伝 え られ て
きた.新 しいデー タに心 踊 る気 持 ちで あ る.厳 し
い ドームの環境 で の観測 は うま くい くか否 か,大
変心 配 され てい た ところだ ったが,な ん とか良 い
デ ー タが 得 られ そ うで,安 心 した.こ の よ うに,
居 なが らに して,次 々 と面 白い デー タが届 き,こ
れ を眺めて い られる ことは,研 究者冥利 につ きる.
国内 で極 地研 にい る と,忙 し過 ぎて,と て もこの
境 遇 に なれ ない のが現 実で あ る.
しか しまた,大 変忙 しい1年 で もあ った.夏 作
業 か ら継 続 した新 しい居 住棟 の 内装 工事 が,乏 し
い手 空 き要 員 を動 員 して5月 まで続 き,よ うや く
6月 に完成,入 居 とな った.6月 は ミッ ドウ ィン
ター祭,仕 事 の 合間 の 準備 か ら,3日 間連続 の お
祭 り,・一同,大 い に苦 労 して,ま た楽 しんだ.日
が昇 りは じめ るやい なや,野 外 活動 が活発 に始 ま
り,毎 週,毎 週 出か け る調 査旅 行隊 のサ ポー トに
追 われ た.車 両 も人員 もフル回転,同 時 に何 隊 も
が重 なる こと もあ って 目が 回 った.基 地 内人 員は
大 い に割 かれ たが,仕 事 の分担 をや り繰 りして協
力 しあ った.こ の合 間 をぬ って航空 機観測 も活発
に行わ れ た.セ ス ナ機1機 運 用で あ ったが,天 候
や 海氷状 態 に恵 まれ,年 間の飛行 時間 は,こ れ ま
で にない270時間 を越 えた.基 地施 設が大 き くな
り,設 備が充 実 して くる に従 い,そ れ を維 持,管
理 す る仕事 も複雑,多 岐 にわ た り,少 ない 人数で
多 くの仕 事 を こな さな くては な らない.そ うい う
な か,7月 末 の 最 低 気温 出現 に時 を同 じ く して,
荒 金 ダムか らの上 水取 り入れ 日や排 水パ イプ等 の
凍 結が 相 次 ぎ,機 械 隊員 はそ の対策 に奔 走 した.
基 本的 な設備 で まだ まだ不十 分 な ものが あ る こ と
を感 じた.車 両 の老朽 化 も甚 だ しい.基 地内 ネ ッ
トワー クの整 備 に伴 い,電 子 メイ ルの や りと りも
国内 と,ま た基地 内 で も定着 した,情 報 の行 き来
が激 し くな り,南 極越 冬 の孤 立感 はな くな った も
のの,そ れ だ け 口本 か らの仕 事 も増 えて きた.国
立 科学 博物 館 で開 催 され た 「ふ しぎ大 陸 南 極 展」
とのSSTV交 信で のお付 合 い もな かなかの仕事 で
あ った,
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昭和基地に現れたハロー、中央の建物は新居住棟(1997年8月)
ドー ムふ じで の越 冬 を支 え るた め,夏 期 の 人
員 ・物 資輸 送 に加 え,越 冬 中も補給 旅行 を実施 し
た.10月 か ら11月 にかけ,1ヵ 月半,8名 が参加
し,大 型雪 上車8台,ソ リ28台 の大 旅行 となっ
た.私 白身 も参 加 し,20年近 く前 の青春 の思 い出
のみ ず ほ基 地 で は しみ じみ と したの も束 の 間,激
しいサ スツ ルギ に ソリが壊 され た り,車 両 トラブ
ルが 頻発 した りで,一 時 は補給 もままな らないの
では ないか と思 うほ どで,予 想 を越 える苦 労 であ
った.し か し,万 端 の準備 で歓迎 して くれ た ドー
ムふ じの9名 の仲 間達 の顔 を見 る と,3週 間 の旅
行 の厳 しさ も吹 き飛 ん だ思 いで,ド ームの明 るい
すがすが しい雰 囲気 を味 わ うこ とがで きた.こ れ
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ドー ム旅行中のキ ャンプ地にて(1997年11月)
に先 立つ旅行 準備 も,専 属 の要 員 は全 くい なか っ
たた め,大 仕 事 で あ った.160本を越 える 空 き ド
ラムへ の燃 料詰 め に も手 間が かか った.多 くの ソ
リが老朽 化 してお り,少 しで も対策 しよ う と,唯
一人 の手空 き要員 の隊長 が ,天 候待 ちで飛 べ ない
パ イロ ッ ト等 と,古 い材 料 をや り繰 りして細 々 と
修理 の作業 をす る といった 有様 であ った.も う少
し補 修 も徹 底 で きてい た ら,旅 行 中4台 の ソリを
デポす る事 態 には な らず に済 ん だか と,後 か ら残
念 に思 った 次第.
越 冬 も終 盤 に至 り,次 の39次 隊 を迎 え よ う と
い うとき,緊 急事 態が 発生 した.隊 員 の1名 が急
病 であ る.ド ク ターが な ん とか処置 を施 そ う とす
る も,病 状 は芳 しくな く,危 機 的 な状 況 とのこ と.
フ リーマ ン トルを出港 せ ん と して い た 「しらせ 」
に昭和基地 に急行 して もらうべ く要請 し,患 者 は
ピ ックア ップの後,ケ ー プ タウ ンへ搬送,帰 国 と
なった.夏 を迎 える にあ た っての 除雪作業,第10
居住 棟 の解 体 工事 を早 々 と行 っ た時 の で きご と
で,設 営主任,機 械 の チー フ と して中心 にな って
仕事 を担 った苦労 が ス トレス となって病気 を進 ま
せ たので はない か と心配 したが,帰 国後,手 術 の
上健 康 を回復 された こ とで,39次 夏 オペ レーシ ョ
ンには多大 な る苦 労 をか けたが,幸 い で あっ た.
急病 の隊員 と,付 き添 って 帰 国 した ドク ター の2
名,要 となる隊員 を欠 き,最 後の夏作業 はお おわ
らわであ った.海 氷状 況 に も助 け られ,予 定外 に
早 く到 着 して しまった39次 隊 を迎 え る準 備が ま
まな らず,輸 送物資 荷 受 け,大 型廃棄 物持 ち帰 り
準 備 に苦労 した.な に しろ人 出が足 りず,自 分 の
仕事 をそ っちのけで,輸 送 に専従 せ ねばな らぬ 隊
員 も数 多 く出た.隊 長 も,も はや優 雅 とはか けは
なれ た立場 であ った.緊 急事 態へ の対処 とい う意
味 か らは,12月8日,1000km西 の青氷 キ ャン プ
か ら,ポ ー ラロ ジス テ ィック社 チ ャー タの ツイ ン
オ ッ タ一様 が飛来 した こ とは,将 来の航 空網 の布
石 とな った と言 え よ う.
管理棟3階 の隊長 室 の窓 か ら眺 め た,薄 紫色 の
夕焼 け に映 える オン グル海 峡 と岩島 の景 色 を思 い
起 こ しつつ,思 い出 は尽 きないが,結 び と したい.
越 冬 中,皆 様 か らの強力 なサ ポ ー トを感 謝 いた し
ます.
(筆者:第38次南極地域観測隊越冬隊長,国 立極地研究
所南極圏環境モニタリング研究センター教授 ・図書室長)
39次隊の夏
森 脇 喜 一
南極 にい く途 中の寄港地フリーマ ン トル入港 中
に38次越 冬隊 に緊急患者の報 を受けた.39次隊
は 「しらせ」の航路 を変更,往 路の観測計画をキ
ャンセル して昭和基地に直行 し,患者 を早期に帰
国させるために昭和基地での物資輸送後 「しらせ」
はケープタウンまで往復することになった.39次
隊の昭和基地での夏作業計画 は多 く,必要 な作業
員は 「しらせ」乗組員の支援 を受けてもまだ足 り
ない と見積 もられていた.そ れが 「しらせ」不在
中は支援 を受けられな くなったわけである.ま た,
「しらせ」搭載のヘ リコプターがいな くなること
で,昭 和基地方面での夏期野外観測 もおよそ半分
に削減せねばならなかった.
フ リーマ ン トル入港中は昭和基地の患者 の治療
法や処置について,パ ースの日本国総領事の方 々
に大変お世話 になった.こ こに記 してお礼 申 し上
げる.
「これだけの仕事 が よくで きたなあ」 とい うの
が,昭 和基地での夏作業 を終了 した時の39次隊
全員の正直 な気持ちであった し,地学調査 を中心
としたアム ンゼン湾方面での野外観測が終った と
き,シ ドニー入港直前まで続けられた海洋観測が
終了 した ときの私の偽 らざる気持ちであった.オ
ブザーバーにも,隊 員 と全 く同 じように野外調査
のサポー トと基地作業 を手伝 って もらった.「し
らせ留守」で観測ができなくなった観測 隊員 と彼
らの人手が なかったら,終 ってみて我 々自身が感
嘆 したほ どの量の基地作業はこなせなかったか も
しれない.天 候,海 氷状況,「しらせ」の全面的
な協力,観 測隊員の積極性,す べ てが良い方 に良
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い方 に と働 い て,こ れ だ け の こ とが で きた と思 う.
最 初 に意 外 な 展 開 と な っ たが,後 は ま さ に 「天 の
時,地 の 利,人 の 和 」 に 恵 ま れ て の 夏 期 行 動 で あ
っ た.参 考 まで に11月14日 の東 京 港 発 ～3月28
日 の 成 田 着 の 間 の 日程 と,主 要 な 夏 期 オ ペ レー シ
ョ ンの 実 施 日程(別 表)を 示 す.
1997年
11月28日 フ リーマ ン トル入港
12月3日 フ リーマ ン トル出港.昭 和基 地へ直行せ よ と
の指示 を受 ける,
12日 患者収容 と越冬物資輸送後、「しらせ」のケープ
タウン往復 決定,
13日 リュツ ォ・ホ ルム湾着,
14日 ヘ リコプター防錆解除作業.
15日 患者収容.
12月16日 昭和基地 沖接 岸.以 後1月6日 の離 岸 まで物
資 輸 送 、野外 調 査活 動 、建設 等基 地作 業 開始
(12月29日～1月6日 の間、「しらせ」の支援 を
受 ける),
1998年
1月6日 昭和 基地沖離岸.
7日 野外 調査隊撤 収.
8日 ヘ リコプター簡易防錆 後、「しらせ」ケープ タウ
ンに向か う.ト ナー島地学調査隊6名 、海洋観
測従事者2名 同行.
昭和基 地滞在39次 隊 員;52名、ドー ム旅 行39
次隊員;4名.
23日 「しらせ」アム ンゼ ン湾着、防錆 解除.
24日 トナー島空輸 、小屋建設.(25日まで.)
25日 午後 「しらせ 」アムンゼ ン湾発.
26日 リュ ッォ・ホ ルム湾着.
27日 昭和基 地方面 での野外 調査再開,
28日38次 持帰 り物 資輸 送再 開.
29日 建設等基 地作 業 に「しらせ」の支援 を受 け る.
(2月10日まで.)
2月4日 オ ングル諸島 ～ラ ングホブデの定着氷 な くな
り、「しらせ」昭和基 地沖 に再度 接岸,12日 昭
和基地での主要基地作業終 了,
15日 昭和 基地最終便.「 しらせ」離岸,プ リンス オ
ラフ海岸沖の海底地形調査,
19日 「しらせ」アム ンゼ ン湾 着.
20日 後期 アム ンゼ ン湾 オペ レー シ ョン開始.
26日 ヘ リコプ ター防錆作業.(28日 まで.)
3月1日 アム ンゼ ン湾 発、海洋停 船観測 開始.17日 ま
で(ユ3日 、16日中止).
21日 シ ドニー入港.
28日 シ ドニー発(空 路).
夏期 オペ レーシ ョンでのエピソー ドを 日を追っ
て少 し述べ よう.
「しらせ」が接岸 した昭和基地周 りの海氷の氷厚
は3m以上 あったので,氷 上輸送の雪上車が海氷
を踏み抜 く心配はなかった.雪 上車 ドライバーは
気象チームが担 当 した.国 内で運転訓練 を受けて
きた とはいえ,南 極 は皆初 めてでいささかの不安
はあ った.牽 引 した擢 をう ま く 「しらせ」 に横付
けで きず 何度 もグル グル回 って,氷 上輸 送 リー ダ
ーをあ きれ させ る者 ,雪 上車 の メ インス イ ッチ を
夜 間の駐 機 中切 り忘 れてバ ッテ リー を放電 させ て
叱 られ る者,権 を曳 き出す方 向 を誤 って転 覆 させ
て しま う者あ りで,見 ていて飽 きる ことが なか っ
た.
昭和 基 地で の建設作 業 な どの基 地作 業 も年 内 は
休 日な しで続 き,12月末 に は隊員 の疲労 も極 に達
してい た と思 われ た.元 旦 は正 月休み で,大 晦 日
の晩 には 昭和 基 地 の39次 隊 員 も 「しらせ」 に戻
って久 し振 りにほ ぼ全 員が揃 ったので,深 夜 まで
大 騒 ぎす るだ ろ うと予 想 して いたが,食 後す ぐに
寝 て しまう者 が少 な くなか った.
夏期観 測 オペ レー シ ョンの一つ に,昭 和 基 地か
ら重量354kgのサ ンプ ラー を大気 球で 上昇 させ,
10～30㎞ 上 空の大 気 をサ ンプ リング,パ ラ シュ
ー トで降 下 させ て 回収 す る 回収 気 球 実 験 が あ っ
た.実 験 準 備 は12月28日 に完了 した.あ とは風
の良 い条 件 を待 つばか りだが,実 行 決定 か ら降下
着 地 まで6時 間 以上連 続 して風 の状況 が良 い と判
断 される条件 が整 う必 要があ る.回 収 は「しらせ」
また はヘ リコプ ターで お こな うので,問 題 は 「し
らせ」 が離岸 す る1月6日 まで にその ような 日が
来 るか どうか であ った.天 は味方 して くれた.3
日6時 実 験 開 始,12時,放 球.14時15分 着 地.
直 ちに着 地点確 認 のヘ リコプ ターが飛 ぶ.パ ラシ
ュー トは基 地西 方43kmの 小 さい氷盤上 に,サ ン
プ ラー はその横 に浮 い ているの を確 認.氷 盤 にス
ノーマ ー カー で着 色 した もののヘ リコプ ター での
回 収 は 断念,6日 の 昭和 基 地 離岸 後 に 「しらせ 」
を回航 して揚 収す る こ とにす る.6日 午 後,「 しら
せ」 は昭和基 地 離岸.16時 サ ンプ ラー確 認飛 行 .
氷盤 は発見 で きたが,肝 心 のサ ンプ ラー もパ ラ シ
ュー トも見 つか らず.と りあえず氷盤 まで 「しら
せ」 で行 く.や は りサ ンプラー はない.「 しらせ」
を縦横 に走 らせ て捜す こ とにな った.氷 盤 を通 り
過 ぎる こと1000m,艦橋 の上 の甲板 にいた飛行 士
が,あ る氷盤 の縁 に付着 した ような格好 のサ ンプ
ラーを発見.こ れ も幸運 であ った.パ ラシュー ト
は水 中 に没 して いた し,氷 盤 の高 さは水 面 か ら出
て いるサ ンプ ラー よ り高 か った.も し,サ ンプ ラ
ーが氷 盤の 反対側 にあ っ たらその陰 にな って見 つ
か らなか っ たで あろ う.8日 「しらせ」 はヘ リコ
プターの簡易 防錆 をお こない,ケ ープ タウ ンへ 向
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日 程 しらせ 昭 和 基 地 作 業 主 な 野 外 調 査
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第39次 夏期オペ レーシ ョン日程(CT;ケー プタ ウン.　ABiアム ンゼン湾.　LHBiリュツォ ・ホルム湾.OH:オーバーホール)
け北 上 してい っ た.
1月9日,よ うや く休 日 とす る.皆 のん び りと
休養 をとる と思、ってい たの に,驚 いた ことに多 く
の 隊員 が西 オ ングル島遠足 に出か けてい った.帰
って きて 口々 に 「疲 れ た」.そ れ で も 「ペ ンギ ン
を間近 で見 れて よか った」 だの 「楽 しか ったです
よ」 な ど とい う.夏 の終 わ りに聞い た ところ,遠
足 は楽 しか った とい う.肉 体的 には疲 れた であろ
うが,精 神 的 には リフ レッシュで きて,さ らに次
の休 日を楽 しみ に翌 日か らの作業 の励 み になった
2階建 ての新居住棟 は12月21日に基礎工事 を
始めて1月8日 には上棟式 を済 ませ た.し か し,
それか らが長かった.ト イ レ付 き,温 水床暖房の
建物であるので内部設備工事に時間が かかるのは
判っていたが,外 装の 目地 シールや カバ ー工事,
内装工事 など人手 を要する作業が2月8日 までか
か り,「延 々と続いた」 という印象 を受けた.動
き廻っての力仕事でないだけに,寒 い 中での長時
間のこまごました作業 は辛かった.
ら しい.
一5一
「 『
極 地 研 ニ ュ ー ス142
●
夏作業終了後の昭和基地(「しらせ」写真長提供)
国内での仮組立 をみて難工事が予想 されたのは
む しろ発電棟への通路工事であった.仮 設通路 ま
わ りの除雪がで きていない ことや,居 住棟の工事
に手間取ったこともあって,工 事の取 り掛か りは
遅か った.仮 設通路を撤去 したあ と新通路が完成
しなかったら越冬生活 に支障 を きたすので,素 人
の 目には今夏での工事 は止めたほ うが良いのでは
ないか と思われた くらいである.し か しプロの眼
は確 かで,2週 間を要 した除雪 ・凍土剥 ぎが終 っ
て,い よい よ仮設通路 を解体撤去に取 り掛かる と
き,「どの くらいで(新 通路棟 は)出 来るの?」
と問 うと 「夏作業終 了まで,ぎ りぎりですね」.
本 当にそ の とお りに出来たのであ るか ら驚嘆 し
た.ア ムンゼ ン湾では 「しらせ」 の支援 により
1月24,25日に トナー島の小屋が完成,計 画 より
1h月以上遅れて6人 組の地 質調査 がようや く始
まった.無 線で毎 日定時交信 をす るのであるが,
2月になると 「強風 のため調査がで きなかった」
という日が続 くようになって,居 住の方は立派な
小屋があるので心配は しなかったが,気 の毒 に思
った.
2月15日,昭和基地離岸.そ の日の うちにプリ
ンスオラフ海岸沖の海底 地形測量海域 に到着,た
だちに精密測深開始.プ リンスオラフ海岸沖で も
大陸氷縁 まで開水面が広がってお り,「しらせ」
の積極的 な支援で計画以上の測量がで きた.開 水
面 とはいえ氷山群 も方々 にあ。て,あ るときは通 ●
り抜 け られ る と思 われた ところが袋小 路 で引 き返
す とい うこ ともある簡単 では ないオペ レー シ ョン
であ った.
2月19日,海 底地 形測 量 を終了 し,ア ム ンゼ ン
湾 着.20日,ト ナー 島 の地 質調 査 隊 ピ ック ア ッ
プ.引 き続 いて周辺 露岩 の地質調 査,ト ナー島の
小 屋補 強工事,リ ー セル ・ラルセ ン山の小屋復 旧
工 事 な どの 日帰 りの オペ レー シ ョンが,夏 隊 総動
員,38次 越 冬 隊 と 「しらせ」 の支援 を受 け て25
日まで続 いた.「 しらせ」 か らの提案 であ ったが,
2月後 半 の フィー ル ドワー クは 「しらせ」 を起 点
とす る 日帰 り調査 が負担 も少 な く,な ん とい って
もピ ックア ップ時の天候 に気 を もむこ とが少 な く
て よい と思 っ た.
2月28日,ヘ リコプ ターの 防錆作業 を終 え,ア
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ム ンゼ ン湾 発.3月1日 か ら17日 まで,ほ ぼ毎 日
4～5時 間の停 船 海洋 観測.担 当者 は プ ラ ン ク ト
ン採 集や 深海 まで の各層 採水 のあ と,毎 晩遅 くま
で サ ンプ ル処 理 デ ータ処 理 をせ ね ばな らず,夜 の
時 間 を くつ ろい でい る身か ら見 る と気 の毒 で あ っ
た.3月3日 の,深 海 に設置 して あ った係 留系 の
浮上 ・発 見 ・揚収 作業 は,浮 上後 の発 見が一 番手
間取 る と思 わ れ たが,「 しらせ」 の方が 慣 れ てい
て浮上予 測 位置 が 的中 し,簡 単 に見つ か った.な
に しろ 「まもな く浮上」 の号 令か ら間髪 を入 れず,
「左 舷 ほぼ真 横700mに 視 認 」 の放 送.浮 上 後の
ラ ジオ ビー コ ンを捕 らえる受 信機 で待 ち構 えて い
た隊員が あっ け に とられ る ほ どの早 さで あ った.
(筆者:第39次南極地域観測隊夏隊長,
国立極地研究所研究系教授)
極地におけるチェコ(旧 チ ェコスロバキ
ア)の 研究活動について
ヨセ ブ エル スター
親愛 な る 日本 の皆 様へ
「極 地研 ニ ュー ス」 にチ ェコ共和 国 の極 地研 究 を
紹介す る機会 を与 えて くだ さ り,感 謝 いた します.
チ ェ コは,文 学,美 術,音 楽 は もとよ り,科 学 と
技術 において も古い伝 統の あ る国です.私 たち は
今世紀 の初頭 か ら南極,北 極 の科学 的発 見 に貢 献
してお り,来 年 には南 極半 島 に夏基 地 を建設 す る
運 び に なっ てお ります.
南極 の島 や大陸が次 々 と発見 され た熱 狂 的な探
検 時代 に,1928/29年,チェ コス ロバ キ アの地 理
学 者 バ ー ツ ラフ ・ボ イチ ェ フ　(Vaclav　Vojtech)
が ア メリカのバ ー ド探 検隊 に参加 しま した.第 二
次世 界大戦 後,国 際 地球観 測年 には9人 の 天文物
理学,気 象 学,地 球 物理学,地 学の研 究者 が旧 ソ
連の ミール ヌイ とボ ス トー ク基 地 に,ア メリカの
マ クマ ー ド基地 に参 加 して きま した.
最 近 の20年 間 に生 態学 的興 味が 地域 的 な もの
か ら地球 的規模 に移 ってい くにつれ て,チ ェコス
ロバ キアの生態 学者 や気候 学 者 も主 にサ ウス シェ
トラ ン ド諸 島の外国観 測隊 に参加す る機会 が多 く
なって きま した.と くに1994-1997年にポーラ ン
ドの アー ク トフスキー基地 で行 われた植物 学 と気
候 学 の学際 的な研究 計画で は,マ サ リク大学 の気
候 学者 バベ ル ・プ ロシ ェ ク　(Pavel　Prosek)　教授
が リー ダー と して活躍 され,3年 間 に6名 のチ ェ
コ研究 者 が派遣 され ま した.こ の研 究 の主 目的 は
生 態 系 に 及 ぼすUV-Bの 影 響 で,気 候,微 気
象,藻 類,栄 養塩 などの相互 の関 係が研 究 され ま
した.一 方,北 半球 で はチ ェ コの 最 も よ く知 られ
て い る科 学者 の 一 人 で あ る フ ラ ンテ ィ シェ ク ・
ビ ィホ ウネク　(FrantisekBehounek)教非受がお り
ます.彼 は1926年と1928年の2度 の ウ ンベ ル
ト ・ノ ビー レ　(Umberto　Nobile)探検 隊 に参 加
し,大 気 伝導 度 と放 射 能 を測 定 しま した.1928
年,飛 行 船 「イ タ リア」 号 が事故 に会 い,そ の 隊
員 で あ っ た彼 は北 極 海 の 海氷 で3週 間 も漂流 し,
無事 生還 した経験 を持 つ 人で した.こ の時期 か ら
チ ェ コス ロバ キ アの研 究 者 はス ピッ ツベ ルゲ ン,
ア イス ラ ン ド,ヤ ン ・メ イヤ ン,シ ベ リア,カ ナ
ダ北極 な ど北 極観 測 に幅 広い視 点 を持 って活躍 し
て き ま した.植 物 学 者 の エ ミー ル ・ハ ダ ッチ
(Emil　Hadac)教授,雪 氷 学者 の ル ドル フ ・ブ ラ
ッジ ィル　(Rudolf　Brazdil)　教本受,藻 類 学者 の ジ
リ ・コマ ー レク　(Jiri　Komarek)教授 は おそ ら く
北極研 究 の中 では最 も よ く知 られ てい る方 々だ と
思い ます.最 近 で はマサ リク大 学 のブ ラ ッジ ィル
教授 によ って計 画 され た ス ピ ッツベ ル ゲ ン観測 隊
は,1985,1988,1990年に大 気 と ツ ン ドラ,ポ リ
ゴ ン,雪 渓,氷 河 な どの 地表面 との間 のエ ネル ギ
ー収 支 に関 す る気 候 学 的研 究 を実 施 して き ま し
た.こ の他 に も忘 れて は な らな いの が,第 二次 世
界大 戦 とプラハ の春 の後,他 国 に亡 命 した二 人の
植物 学者 です.そ れ はバ ン クーバ ー大学 の ウ ラジ
ミー ル ・クラ イーナ　(Vladimir　Krajina)教授 と
トロ ン ト大 学 の ヨセ ブ ・ス ボ ボ ダ　(Josef　Svobo-
da)教授 です.ク ライ ーナ教授 は低 緯 北極 の森林
生態 の研 究者 で,多 くの学 生の教育 に携 わっ て き
ま した.そ の一 人 が 日本 の植物 生態 学 者の小 島貴
氏 です.現 在,富 山大学 の小 島教授 は森林生 態学
ばか りで はな く,カ ナ ダ北極 の ツン ドラ生態 の研
究 を され,ス ボ ボ ダ教授 とも親 し くお つ きあ い さ
れ てお ります.一 方,ス ボボ ダ教授 は高緯北 極 の
極 地砂 漠,亜 極 地 砂 漠 に生 きる植 物 の 生理 生 態
学,生 産生 態学,植 物 の一 次遷 移 につ い て多 くの
功 績 を残 されて お ります.彼 の プロジ ェ ク トの も
とで私 は氷 河後退 域 の微生 物 に関す る遷移過 程 の
研 究 を行 い ま した.
チェ コの極 地 での研 究活 動 はチ ェ コ共和 国科 学
院 の地理学協 会 の極 地部 によ って運営 されて い ま
す.そ の研 究 はチ ェ コ共和 国基 金財 団,チ ェ コ科
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学 院基 金財 団 な どの政 府機構 で まか なわ れて い ま
す.現 在 は極 地活 動の.・つ と してチ ェ コ南極 基 地
の 設立計 画が.ヒが ってい ます.こ の基 地 はサ ウス
シェ トラン ド諸 島,キ ング ジ ョー ジ島 にあ る特 別
科 学 的 関心 地 区(SSSI-34)の近 くに作 られ る
予 定です.こ の基 地の 研究観 測 は広 い国際的 な視
点 で進 め られ,日 本 は もちろ ん ドイツ,英 国,ポ
ー ラ ン ド,カ ナ ダ,ハ ン ガ リー,ス ロバ キ ア の
国 々の研 究 者 を歓 迎 したい と思 い ます,こ の基地
は1999/2000年に開 設 され る予定 で す,
この 度,4ヵ 月(平 成10(1998)年1月8日 ～
5月8【Dの 問,国 立 極 地 研 究所 にCOE外 国 人
研 究員 と して ご招 待 い ただ き,共 同研 究 と して ス
ピ ッツベ ル ゲ ンの氷 河 後退域 の 一一次 遷 移 に関す る
研 究 を行 って まい りま した.こ こに研 究の機 会 を
与えて くだ さった 国立 極 地研 究 所./ξ澤 威男 所 長,
な らびに神 田啓 史教授 の ご好 意 に対 して厚 くお礼
申 し上 げ ます.
国立極 地 研究 所 に て,平 成10年4月12日.
(筆者:　JosefElstei・,チーT、コ共手口国粋学院植物研究所植
物生態部門 ・主幹 〔訳 者;神川啓史1)
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負傷者搬送訂1|糠
第40次南極地域観測隊冬期総合訓練
国立極地研究所 は,3月9日 か ら13日の5日 間
にわた り長野県安曇村の乗鞍岳 山麓において冬期
総合訓練 を実施 した.
この訓練は,第40次 南極地域観測隊員候補者
が,南 極 における行動 と安全に関する理解を深め,
非常時に役立つサバイバル技術 を習得する ことを
日的として行われた もので,隊 員候補者,講 師及
び関係者 ら86名の参加 を得 た.
訓練 には,南 極 地域 観測 統合推進本部(文 部
省)か ら崎谷審議官 らが視察 に訪れ,第40次 隊
への期待 を述べ られ,参 加者 を激励 した.
訓練 は,1mもの積雪 の中で,地 図 と磁石 を頼
りに目的地に到達す るためのルー ト工作訓練や,
ツェル トを使った雪の中での ビバーク訓練,負 傷
者の搬送訓練や講義 など,南極 での観測業務に携
わる者にとって不可欠な内容だけに,参 加 した候
補者は,一 様 に真剣 に取 り組 んでいた.
雪の.ヒに張 られたテン トのなかでの,ろ うそ く
の 炎 と温かい夜食 を囲みなが らの ミーテ ィング
は,訓 練の もう ・つの大切な日的である隊員相互
の理解 と親睦 を深 めるのに大 きな役割 を果 た し
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夜のミーティング も幕営訓練の 楽しみ
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崎谷審議官.平澤所 長と共 に健 闘を誓う訓練 参加看
た.
第38次越冬隊 ・第39次夏隊帰国
第38次 越冬 隊([1]内 恭 隊 長以下38名)及 び
第39次 夏 隊員(森 脇喜 ・隊長 以 下18名)は,南
極 での 任 務 を終 え3月28口(ヒ)に 家族 や関係
者 が 多数 出迎 える成 田空 港 に全 員無`飼帝国 した.
な お,観 測船 「し らせ 」 は4月13日(月)に 東
京 港 晴海 埠頭 に帰 国 した.
平成10年3月31日付け人事異動
●　 (COE非常勤研究員)
正和
島田 亙
久保 篤規
退 職
(超高層物理学)
(気水圏)
(地学)
平成10年4月1日 付け人事異動
転 入
山本 日出夫 管理部庶務課専 門職員
(文部省学術国際局学術情報課学
術情報基盤整備推進室学術情報係
長)
新藤 正夫 管理部会計課用度第一二係長
(東京大学大規模集積 システム設
計教育研究セ ンター会計掛長)
荒井 年夫
野元堀 隆
宮城 寿之
竹 ド 良久
森脇 喜.
神 山 孝 【正デ
野木 義史
小池 良高
加藤 好孝
川久保 守
星 義彦
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管理 部会計課施設係長
(国立科学博物館 庶務部施設課専
門職)
F拝業部事業課業務係長
(島根医科大学業務部施設課企画
係長)
事業部観測協力室 設営第二係 主任
(海ヒ保安庁装備技術部航空機課付)
管理部会計課経理係
(お茶の水 女子大学会計課)
昇 任
研究系教授(地 学研究部門)
(研究系助教授 ・地学研究部門)
研究系教授(地球物理学研究部門)
(研究系助教授 ・雪氷学研究 部門)
研究系助教授(地 学研究部門)
(研究系助手・地学研究部門)
管理部会計課長
(文部省学術国際局学術課総務係長)
事業部観測協力室長
(核融合科学研究所管理 部施設課
課長補佐)
管理部会計課課長補佐
(管理部会計課用度第 一係長)
管理部庶務課共同利用係長
(筑波大学病院部管理課経理係経
理主任)
佐野 雅史
金丸 敏眞
酒井 量基
黒沢 建二
江連 靖幸
石井 要二
齋喜 徳史
田上 洋
大下 和久
前田 千尋
長坂 悦郎
金井 政人
加藤 幸作
千葉 政範
坂本 好司
小山ひろ し
一條 敬 一
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配 置 換
事業部付
(事業部観測協力室長)
管理部会計課用度第一係長
(管理部会計課用度第二係長)
事業部事業課専門職員
(事業部事業課業務係長)
管理部庶務課庶務係主任
(事業部事業課業務係主任)
管理部会計課総務係主任
(管理部会計課経理係主任)
管理部庶務課研究協力係
(管理部庶務課人事係)
管理部会計課用度第二係
(管理部会計課用度第一係)
事業部事業課企画係
(管理部庶務課研究協力係)
事業部事業課業務係
(管理部庶務課庶務係)
転 出
文部省大臣官房会計課政府調達専
門官
(管理部会計課長)
秋田工業高等専門学校会計課長
(管理部会計課課長補佐)
筑波大学研究協力部国際交流課専
門職員
(管理部庶務課共同利用係長)
国立科学博物館庶務部施設課専門職
(管理部会計課施設係長)
海上保安庁第三管区海上保安本部
羽田航空基地整備士
(事業部観測協力室設営第二係主
任)
お茶の水女子大学会計課
(管理部会計課総務係)
文部省大臣官房会計課用度班物品
係
(管理部会計課用度第二係)
文部省大臣官房総務課文書管理班
郵便物第二係
(事業部事業課企画係)
採 用
平課 享 南極圏環境 モニ タリング研究セ ン
ター助手
併 任
藤井 理行 北極圏環境研究セ ンター長
備考:北 極 圏環境 研 究セ ンター長 は任 期満 了
(平成10年3月31日)
(COE非常勤研 究員)
採 用
五十嵐 誠(気 水圏)
小林 励司(地 学)
平成10年4月9日 付け人事異動
配 置 換
佐野 雅史 事業部環境影響企画室長
(事業部付)
山本日出夫 管理部庶務課地球環境科学研究所
(仮称)準備調査係長
(管理部庶務課専門職員)
酒井 量基 事業部環境影響企画室企画調整係長
(事業部事業課専門職員)
白石 和行
山内 恭
白石 和行
併 任
(南極積石研究センター長)
(図書室長)
併任解除
(図書室長)
平成10年度総合研究大学院大学
数物科学研究科極域科学専攻入学者
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総合研究大学院大学学生が
研究奨励賞受賞
総合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専
攻3年 の外田智千 さんは,こ のたび日本岩石鉱物
鉱床学会 より研 究奨励賞 を授与 されました.こ の
賞は同学会の学会誌である 「岩鉱」誌 に掲載され
た優れた論文 に与えられる もので,修 士課程で研
究 した長野県伊那地方の変成岩か ら見いだ した斜
方輝石 という鉱物の形成過程を論文　(Orthopyro-
xene　form　a　metabasite　of　the　Ryoke　belt　in　the
Ina　district,　Nagano　Prefecture,　Central　Japan:
textural　evidence　of　partial　melting)　に ま とめ た
こ とが 評 価 され た もの で す.
観 測 隊 だ よ り
昭和基地
前次隊 との引継 ぎも1月 中に順調 に進行 し,2
月1日 に越冬交代式 を行った.ド ームふ じ観測拠
点 を閉鎖 し昭和基地に向かっていた後発の旅行隊
は,2月8日 に無事昭和基地 に帰着 した.今 次隊
の大 きな仕事 であ ったVLBIの実験 は,9日か ら
開始 し,オ ー ス トラ リア,南 アフ リカ,日 本の相
手 局 と天 体電 波受信 を行 い,受 信記 録 を 日本 に送
付 した.15日 には夏隊 員が 「しらせ 」ヘ ピ ックア
ップ され,昭 和 基 地 は39次 越 冬 隊員 だ けの 生活
とな ったが,居 住棟 の 内部設 備工事 な どの 残工事
は精 力的 に続 けられた.ま た,旧 通 信棟 や コルゲ
ー ト通路 な どの解体工 事 も始め られ た.
前 次隊 よ り進行 して いた リュツ ォ ・ホ ルム湾 の
開水 面 の拡 大 は,2月 に な って も続 き,オ ングル
海 峡は,三 つ 岩か らラ ングホ ブデ まで完 全 な開水
面 とな った.ま た,ネ ス オ イヤ の北 方 に も広が っ
て きた ため,4月 か ら予 定 して いた冬 期 間 の沿 岸
海氷 行 動 は,不 可能 にな った.
3月1日 に,今 次 隊 で新 し く建設 した 第2居 住
棟 へ の 入居 を始 め た.こ の 結果 、第1居 住棟 に19
人,第2居 住棟 に20人 が 住 む こ とに な った.中
旬 には,旧 建物 の撤 去作 業が ほ ぼ終 了 し,定 常 的
な越 冬生 活が始 まった.3月25日,バ レニー諸 島
で マ グ ニチ ュー ド8.2の大 地震 が発 生 した.フ ラ
ンスの デ ュモ ン ・デ ュル ビル基地 で は相当揺 れ た
よ うだが,昭 和 基地 で は無 感地 震 であ った.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctie　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sealevel)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
wind　speed,　10-min.　mean)　(mls)
最 大 瞬 間 風 速CGust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
昭和 基地(Syowa'89532)
2月(Feb.)
-2 .3
0,0(7日)
-10 .0〔20日)
983.8
3.6
69
7.7
24.5(21||,ENE)
32.7(20El,ENE)
7.5
3
3月(Mar.)
-4 .1
3.2(211)
-9 .7(13日)
980.6
3.5
75
10.7
30.8(3日,　ENE)
40.4(3日,　ENE)
8.6
1
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【極地豆事典】
太陽光発電
南極は,高 緯度で太陽高 度 も低 いため,自
然エ ネルギー としての太陽光利用 はあま り期
待で きない と思 われが ちであるが,実 際 には
年積算全天 日射量で比 較す る と,日 本国内 と
同程度の日射量があることがわかる,た だ,太
陽の沈 まない時期 と出ない時期が あ り,日 積
算値 の格差が大 きいことが,利 用上 の不都合
な要 因になっている.南 極 の各基地 でどれだ
けのエ ネルギーが得 られ るかを計算 してみ よ
う.太 陽電池パ ネルを真北 に向け,水 平面か
らの傾 きを設置場所の緯度 と同 じ角度 に固定
した とす る.さ らに,各 基 地の雲量 の実測デ
ー タや雪面か らの反射成分な どを考慮 して発
電エネルギー を計算すると図のようになる.内
陸基地で は,冬 の開発電量 が少ないに もかか
わ らず,年 間 を通 す と沿 岸 部 に比べ て はる か
に有利 で あ る.こ れ は 内陸 に行 くほ ど晴 天 口
数 が多 いた めで あ る.
昭和 基地 で は1997年か ら太陽電 池 の設 置]:
事 を始 め,1998年には容 量20kWを 持 つ太 陽
電 池 とデ ィーゼ ル 発電 機 との 連 系運 転 を開始
した.こ の運転 に よ り,現 在 の 昭和 基 地 の電
力量 の約2.1%を発電 し,燃 料 に して約8klを
節約 で きる.こ の値 は 当初 の予 測 値 よ り大 き
く,そ の理Ei]として,① 空 気が 澄 んで い る の
で 大気 に吸 収 され る量 が 少 ない こ と,② 気 温
が低 い た め発電 効 率 が い い こ と,③ 周 囲 に雪
や 氷 が あ るた め 反射 光 成 分 が大 きい こ と,な
どが あ げ られ る.太 陽 光発 電 は,ま だ まだ高
価 で嵩張 るパ ネル を設 置す る までが 大変 だが,
寿 命 が 長 くメ ンテ ナ ンス フ リー の ため,南 極
で は風 力 発 電 と と もに有 望 な 自然エ ネル ギ ー
で あ る.
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雲量を考慮した太陽光パネルの月別発電量
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